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一　Abs　tract
一九三〇年代的“抗日救亡”文化這劫
　　　　　最耳与抗日救亡歌曲這劫
岩崎富久男
　田双作洞，憂耳作曲的《又勇軍遊行曲》是一九三五年中国抗日救亡這劫所創下的奈作。在抗日哉
争以及国内革命故争中，官力　大中国人民所歌唱，成力中隼人民共和国国歌。
　一九三一年“九．一八”爆友，中国拡起了全国性的抗日救亡這劫。而推劫逮場群余性抗日救亡這
劫的是上海“左躾”升展的一系列文化活劫。他伯通逆屯影、栽刷、歌曲等巣起了抗日這劫的高潮。
尤其是景耳在創作歌曲方面，大大推劫了抗日這劫鉦圃的高法。逮正是今天景耳之所以被誉力“中国
元声防級音尿的先駆者、天オ的人民音圧家、伶大的中隼人民共和国国歌作曲家”的重要因素。
　本文主要通辻衰耳的日氾，恰述了他所杁事的活劫与音宗創作。井蘭述了景耳流亡日本后的生活及
不幸遭遇的史実。
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《個人研究》
1930年代の“抗日救亡”文化
蹟耳と抗日救亡歌曲運動
岩　崎　富久男
1
　中華人民共和国国歌の作曲者，最耳（1912－35）は，雲南省玉漢の人。学名は最守信，幼名は嘉
祥。字は子義，あるいは紫義とも言った。時に紫藝とも書いた。文字は異なるが中国語で発音すれば
全く同音である。最耳は芸名であり，ペンネームであった。中国語で旧暦辛亥の年の12月28日，新
暦になおせば1912年2月15日，昆明に生まれた。3人の兄，2人の姉がいた。
　父は最鴻儀，字は翼廷。漢方医であった。光緒末年，先祖代々の原籍地玉漢県（現在の玉漢市）か
ら昆明県（現、昆明市）に移り，小さな医院を開いた。かたわら成春堂薬舗を営んでいた。しかし最
鴻儀は長く肺結核を患い，最耳4歳の時に病没した。この時は家産はすでに傾き，借財をかかえて
葬儀も出せぬほど困窮していたという。
　母の彰寂寛は少数民族の俸族の人である。雲南省は少数民族の多い地区であるが，玉漢は俸族が比
較的多い地区という。彼女は成春堂で薬の処方を手伝うかたわら，すすんで医学書を読み，見よう見
まねで医術を身につけた。夫の死後もひき続き成春堂薬舗を営み，後に正式に医師資格を得て患老の
診察に当たった。だが一家の生活を支えるには十分ではなく，夜なべの針仕事にも精を出さねばなら
ないほど苦しい家計だったという。
　少年時代の最耳は，誰が教えたというわけでもないのに早くから漢字に親しみ，読書を好んだ。医
師という知識人の家庭環境のしからしむるところであったのかも知れない。母はせめてわが子を小学
校ぐらいは出したいと金策に走り，なんとか最耳を小学校に通学させたが，上級学校に進ませる資力
はなかった。しかし最耳は学業優秀の故に，学費軽減の雲南連合第一中学に進み，さらに学費免除の
恩典を受けて，雲南省立第一師範高等部英語科に学んでいる。学業もさることながら最耳は思想的に
も早熟で，早くも中学生の作文に労働者のストライキを論ずるものがあったりして1），社会問題への
関心も高く，社会主義思想にも触れて，社会の変革をめさす学生運動に参加するようになっていた。
そのため彼の活動は時の雲南軍閥政権の眼にとまり，逮捕状が出される身となって難を避けるため急
きょ上海に出奔したのであった。1930年のことである。
　最耳の音楽の才能は，母親の血を引くと言われる。母は俸族の民謡をいつも歌っていた。韻耳は幼
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少の時からそれを子守歌として聞いて育てられた。また少年期に隣家の大工から笛の手ほどきを受け
て以来，民族楽器の二胡，三弦，月琴，風琴など手あたり次第に弾きこなしたという。音感がすぐれ
ていた。なによりも耳がよかった。一度耳にした曲は寸分狂わずに再現できた。後年，人びとから
「耳朶先生」2）と言われ，そのたしかな耳と音感に驚嘆称賛をあび，その名を最耳と呼ばれたのも，類
いまれな天分とすぐれた環境のしからしむるところであった。こうして彼はごく自然に雲南各族の民
歌や花灯，漠劇3）などの民間音楽に親しんで育った。ましてや祖籍の地，玉漢は「玉漢花灯」の名で
全国に知られる花灯民謡の古里でもある。
　最耳は小学校在学中から課外の音楽・演劇活動の中心になり，そのリーダーとして活躍した。中学
でも師範学校でも同様であった。正規の専門的な音楽教育を受けることはなかったけれども，豊かな
天分をはぐくんでいた。今日でも少年時代，中学時代の最耳の演奏の場面を写真で見ることができる
のは4），その演奏が尋常のものでなかったことのなによりの証拠であろう。なればこそ当時としては
きわめて高価で貴重な写真にその姿を留めることができたのであろう。その後，上海に出奔した最耳
が小商店の見習店員になり，それも束の間，倒産失業で路頭に迷っていたのが，一転して明月歌舞団
のバイオリン奏者に採用されたのも，その後さらに作曲にまで手を染めたのも，幼少期から養った稀
有の音感とたゆまぬ音楽修行のたまものであった。芸が身を助けたのである。
　上海では，明月歌舞団に入団するとすぐに田漢の指導する南国社や蘇聯之友社に加わり，その音楽
グループの主要メンバーとして活躍した。明月歌舞団は，当時世界に流行したフランスのレビュー，
つまり歌と踊りの軽演劇の少女歌劇団であった。上海で，いや中国で最新のミュージカルを演じる新
式の劇団ではあったけれども，若き男女の恋愛を歌うばかりで，時局とは全く無関係のハイカラな娯
楽主義を追求していた。しかし中国をとりまく内外の情勢は急を告げていた。国共両党の対決は内戦
に発展し，その間隙をぬって列強の中国支配が進み，とりわけ日本の中国支配の圧力が強まってい
た。民衆の間に抗日救亡の気運が高まり，中国人民にとって抗日救亡運動は時の課題となっていた。
　田漢は，この抗日救亡の文化運動の組織者であり，指導者であった。田漢は演劇界や音楽界の若い
友人たちを周囲に集め，芸術的にも政治的にも大きな影響を与えたのである。最耳は抗日救亡運動の
高まりの中で，積極的に田漢らの活動に参加し，かつ多くの抗日救亡歌曲を作曲したのである。最耳
の作曲した歌曲の多くは，中国で始まったばかりの映画音楽や演劇音楽であったが，広く民衆に愛唱
されて抗日救国の気運を盛り上げたのであった。
　田漢は詩人，劇作家，評論家として活躍した。日本に留学し，日本の新劇運動に学び，中国に最も
早く“話劇”運動を起こした劇作家，演出家の一人でもある。左翼作家聯盟の重鎮として，また上海
の党組織の党員作家グループの指導者として，あるいは党外の南国社や蘇聯之友社の芸術結社の主宰
者として，多くの人材を育てた。最耳も田漢の指導を受け，音楽家，演劇人として育てられた。のち
に田漢の紹介で共産党に入党してもいる。
　田漢作詞，最耳作曲の『義勇軍行進曲』は，今は中華人民共和国国歌となっている。最耳は24歳
の若さで世を去ったが，若年とはいえ現代中国革命音楽の先駆者として今日でも称えられるゆえんで
ある。確かに最耳以前には，現代中国に革命音楽はなかったといってよい。1930年代，竈耳を中心
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に中国革命音楽が創造されたのである。今日，中国では「偉大なる中国国歌の作曲者，中国無産階級
音楽の先駆者」として中国革命音楽史の冒頭に最耳の名を掲げて顕彰しているのもうなずける。
2
　『話耳全集』には向延生の編する「音楽作品年表」がある。それによれば，最耳の作曲した音楽作
品は，以下の如くである。『　』内は曲名。〈　〉内は作詞者。収録唱片（レコード会社）の後の（）
内は演唱者。つまりr曲名』，〈詞作者〉，体裁形式，収録唱片（演唱者），備注の順で列記する。
最耳音楽作品年表 向延生編
1932年
①　（行進曲，無題），口琴曲，手稿1月8日の日記に記す。
②（円舞曲，無題），口琴曲，手稿1月8日の日記に記す。
③r天倫之愛』，歌舞曲，手稿
1933年
④r開砿歌』〈田漢〉，男性領唱・伴唱歌曲，百代（話耳），映画r母性之光』括曲。
⑤r飢寒交迫之歌』〈董毎識〉，揺藍曲，話劇r飢餓線』揺曲。
⑥r売報曲』〈安蛾〉，児童歌曲，百代（襲秋霞），新聞売り子の小毛頭のために作る。
1934年
⑦r走出撮影場』〈安蛾〉，女声独唱歌曲，百代（胡珊）。
⑧r一個女明星』〈安蛾〉，女声独唱歌曲，百代（胡珊）。雲南玉漢花灯の曲牌r玉蛾郎』にもとづき
　編曲。
⑨r雪花飛』〈柳借〉，児童歌曲，百代（襲秋霞）。
⑩r翠湖春暁』，民族器楽合奏曲，百代（百代国楽隊），民間楽曲にもとづき編曲。
⑪r金蛇狂舞』，民族器楽合奏曲，百代（百代国楽隊），民間楽曲にもとづき編曲。
⑫r昭君和番』，民族器楽合奏曲，百代（百代国楽隊），民間楽曲にもとづき編曲。
⑬r売報之声』〈武蓄〉，児童歌曲，百代（襲秋霞），新聞売り子の小毛頭のために作る。
⑭r小野猫』〈陳伯吹〉，児童表演唱歌曲，百代（談瑛）
⑯r打碑歌〈蒲風〉，斉唱歌曲，百代（最耳），新歌劇r揚子江暴風雨』揺曲。
⑯掴庄歌く蒲風〉，斉唱歌曲，百代（最耳），新歌劇r揚子江暴風雨』括曲。
⑰r礁頭工人』〈蒲風〉，斉唱歌曲，百代（最耳），新歌劇r揚子江暴風雨』播曲。
⑱r苦力歌』（後r前進歌』に改む）〈田漢〉，百代（森森唱歌隊），新歌劇r揚子江暴風雨』括曲。
⑲r畢業歌』〈田漢〉，斉唱歌曲，百代（衰牧之，陳波散等）・映画『桃李劫』主題歌。
⑳r山国情侶』，民族器楽合奏曲，百代（百代国楽隊），民間楽曲にもとづき編曲。
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⑳r大路歌』〈孫喩〉，斉唱歌曲，百代（r大路』男演員），映画r大路』主題歌。
⑳『開路先鋒』〈孫師毅〉，領唱・斉唱歌曲，百代（金焔等），映画r大路』序曲。
⑳　『飛花歌』〈孫師毅〉，女性独唱歌曲，勝利（胡藩等），映画『飛花村』主題歌。
⑳『牧羊女』〈孫師毅〉，児童歌曲，勝利（陳媚娼），歌画r飛花村』括曲。
⑳『新女性』〈孫師毅〉，組歌，百代（陳燕燕黎莉莉等），映画『新女性』主題歌。
1935年
⑳『告別南洋』〈田漢〉，男性独唱歌曲，百代（金焔），話劇『回春之曲』揺曲。
⑳『春回来了』〈田漢〉，女性独唱歌曲，百代（王人美），話劇r回春之曲』括曲。
⑱『慰労歌』〈田漢〉，叙事性歌曲，百代（衰美雲等），話劇『回春之曲』揺曲。
⑳『梅娘曲』〈田漢〉，女性独唱歌曲，百代（王人美），話劇『回春之曲』括曲。
⑳『逃亡曲』（後『自衛歌』に改む』）〈唐納〉，斉唱歌曲，勝利唱片，映画『逃亡』主題歌。
⑳『塞外村女』〈唐納〉，女声独唱歌曲，勝利唱片，映画r逃亡』掻曲。
⑫『打長江』〈田漢〉斉唱歌曲，もとは映画『凱歌』主題歌なるも事情により使用されず。
⑳　『采菱歌』〈田漢〉，女性独唱歌曲，もとは『凱歌』括曲なるも，事情により使用されず。
⑭『鉄蹄下的歌女』〈許幸之〉，女声独唱歌曲，百代（王人美），映画r風雲児女』括曲。
⑮『義勇軍行進曲』〈田漢〉，斉唱歌曲，百代（衰牧之，顧夢鶴等），映画『風雲児女』主題歌。
創作時期不詳のもの
⑳　（無題，あるいは『雪』），歌曲，手稿。
⑰　『小工人』〈安蛾〉，児童歌曲，手稿。
⑱『傷兵歌』〈安蛾〉，歌曲，曲譜の出処はr星歌集』第1期（1935年10月20日）。
⑳　『白雪歌』〈苗子〉，歌曲，典譜の出処はr新音楽』第3巻第2期（1941年9月1日）。
⑩『春日謡』〈魯k＞，歌曲，出処は同上。
⑪『采茶歌』歌曲，出処は同上。
⑫　『茶山情歌』，男女対唱歌曲，出処は同上。
　創作は1932年に始まり，4年間に総計42曲になるが，特に34年と35年の2年間に集中して創作活
動が行われている。その多くは映画，演劇の主題歌や間奏曲である。最耳自身が記しているように
「1934年は，私の音楽の年」だった（1934年1月29日の日記）。すでにその前年の1933年，最耳は聯
華影業公司にあって映画音楽の録音，配楽を手がける一方，田漢の指導の下で「蘇聯之友社」音楽小
組に加わり，左翼劇聯の組織した演劇活動の担い手となっていた。この時，作曲された『開砿歌』，
r飢寒交迫之歌』，『売報歌』は，今日でも愛唱されている最耳の代表的歌曲である。このように最耳
は映画音楽・演劇音楽の作曲者としての不動の地位を確立していた。
　しかし国民党政権は，共産党に対する第5次軍事包囲餓滅作戦を行なっていた時でもあり，左翼
の文化運動に対しても厳しい弾圧を加えていた。抗日救亡映画を制作していた聯華影業公司も，その
標的となった。国民党のテロ組織「藍衣社」の暴徒を使吸して，聯華影業公司を襲撃させたりしたの
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で，聯華の経営者も当局の顔色をうかがって最耳に「休養」を命じ事実上，彼をクビにしたのである。
1934年1月24日，最耳は失業した。彼にとっては3度目の失業であった。にもかかわらず最耳は，
「1934年は私の音楽の年だ」と記すのである。それでは1934年1月29日の日記を紹介しよう。
1月29日
　1934年は，私の音楽の年だ。
　去年の12月は，私にとって新たな音楽生活の開始であった。交響楽団に入ったし，人芸5）のとこ
ろにレッスンを受けに行くようになった。以来，私にはまた音楽を一生懸命研究する意欲が湧いて
きた。
　今年は元旦から，怠けずバイオリソの練習を一生懸命やってきたし，毎日，公司のクラブでも自
分の務めを果たしてきた6）。
　1月24日に聯華公司の手紙を受けとった。私に身体の休養をとるようにとのこと。未払い分の給
与2ヶ月分を受けとったら，文句があるどころか大喜びだろうだって。よくも言ったものだ。私
の方はむしろ気にもかけていないが，同人会や他の部署でも，このことを大いに討議してくれた。
これも確かに道理のあることだ。だが今は私も“黒炭”の仲間入りをしてしまった7）。
　新聞では，私がドイツに音楽を学びに行くようなことを書かれてしまったので，きょう聯華二廠
に《漁光曲》の芝居の手直しをしに行くと，みんなは私にこのニュースがほんとうなのかどうか尋
ねてきた。
失業したとはいえ，彼は意気軒昂，多忙で充実した音楽生活をしていたことがわかる。2月24日の
日記は，次のように記している。
　2月24日
　　いろいろ書かねばならないことがあったのに，もう1ヶ月も書いていない。この1ヵ月の生活
　は，まったく変わった。以前より充実しているようで，まったく失業者の生活とは思えない。
　　百代での収音，作曲，配音。私自身のバイオリソ練習。それに演奏会やコーラスに行くというの
　が，この1ヵ月の主たる仕事だった。
　　景光に約束した南昌の怒潮に行くことは8），一旦は承諾したのだが，すぐ断った。理由は，行く
　べきではないと判断したからだ。人芸は行った。私はまたあの爺さんのところにレッスンを受けに
　行くつもりだ。
　　音専の入学試験は失敗した。
　　最近は収入もかなり豊かになった。
　百代唱片公司は，もとはフランス人の創設したレコード会社であった。後にイギリス人が上海で経
営に当った。正式には「東方百代有限公司」という。聯華影業にしても東方百代にしても，経営者は
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左翼とは全く関わりはなかったけれども，売れる映画，売れるレコードを作って金儲けするには右も
左もなかったのである。こうなると新しい演劇，映画，音楽は，田漢らが指導するグループの新しい
時代感覚による才能がもてはやされた。
　最耳は南昌に出発する日の前夜，左翼劇聯の責任者子伶から知らせを受けた。なんと南昌の怒潮管
弦楽団は，蒋介石が第5次軍事包囲繊滅作戦を指揮するために設立した南昌行営政訓処の下部機構
だというのだ。この事を知り，これまでの計画を変更し，急きょ参加を取り消したのであった。
　このころ音専，つまり上海国立音楽専科学校のバイオリソ選科を受験したのだが，結果は不合格で
あった。これより前，最耳は，北平大学芸術学院を受験し，今また上海音専からも入学を拒まれたこ
とになる。かくて芸術至上主義の音楽教育から締め出され，ついに最耳は，系統的な正規の音楽教育
を受ける機会を失ってしまったのである。
3
　地下の党組織の取りはからいで，1934年4月1日，蹟耳はイギリス資本の「東方百代公司」に入
り，録音，歌唱指導，写譜，作曲などを担当した。後に音楽部副主任となった。国民党当局の検閲を
受けぬ外国企業の特殊な地位，金儲けとあれば資金をふんだんにつぎこむ外国人の経営方針，進んだ
設備と技術を整えた有利な条件を利用して，竈耳は任光，安蛾らと共に思いきり仕事をすることがで
きた。売れゆきのよい映画歌曲を吹き込むということを名目にして，一連の進歩的な歌曲のレコード
を組織的に製作したり，多くの進歩的映画の録音や配音をしたり，最耳は多忙をきわめた。’
　中国の伝統的な民族器楽の合奏を発展させるために，党の指導グループは5月，百代国楽隊（別
名“森森国楽隊”）を組織した。何度か遊芸会で話耳の編曲した《金蛇狂舞》，《翠湖春暁》など民族
器楽曲が演奏され，大いに好評を博した。洋楽全盛の当時の上海にあって，中国の伝統的な民族器楽
曲が見なおされたのは注目すべき出来事であった。その後，これらは百代レコードに吹き込まれた。
今日でも《金蛇狂舞》，《翠湖春暁》は，現代中国民族器楽の古典的名曲として折りある毎に演奏され
ている。
　5月から6月まで映画《南洋太観》，《漁光曲》に音楽を配し，音響を入れた。仕事が忙しくなって，
最耳は交響楽団と合唱団の練習に参加するのを中止せざるを得なくなっていた。
　6月，田漢が編劇した新歌劇《揚子江暴風雨》に《砺頭工人》（波止場の労働者），《苦力歌》（クー
リーの歌。後に《前進歌》と改める）など4曲を作曲した。特に《礪頭工人》，《前進歌》は中国革
命歌曲の優秀作品として長く歌いつがれて愛唱された。文化大革命の時期も，他の多くがタブーとな
っていた時，革命歴史歌曲に指定され，愛唱された。
　6月30日と7月1日の両日，麦倫中学の創立記念日祝賀を名目として演劇公演が行われた。実際
には左翼劇聯が八仙橋青年会礼堂で組織した演劇公演で，鼎耳は上演活動に参加した。最耳は歌劇
《揚子江暴風雨》の演出を担当したほか，さらにこの劇の主役，れんが工の“老王”をみごとに演じ
た。この新歌劇は帝国主義と闘う中国の労働者階級の戦闘的生活を描いた革命的内容と，躍動するセ
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リブと歌で織りなされた新しい芸術形式で，人びとの注目をあび大好評を博した。当時，上海の新聞
雑誌はもとよりソ連の《国際芸術》雑誌にまで劇評や写真が掲載された。最耳のこの時の名演技は長
く語りつがれている。俳優としての資質，才能も人並すぐれたものをそなえていたのである。
　国民党当局の残虐な弾圧に反撃するため，共産党地下党組織の映画グループは互いに協力して秘密
裡に左翼文芸運動の新拠点を上海電通影片公司の中に創設した。その撮影部主任は，党組織の映画グ
ループのメンバー司徒慧敏であった。
　7月，最耳はこの会社の最初の作品《桃李劫》のために主題歌《畢業歌》（卒業の歌）を作った。
　音楽については独学を堅持すると同時に，最耳は，友人賀緑汀の紹介で，8月10日から出国前夜ま
でずっと国立音専のロシア人教授アクサコフの個人指導を受けてピアノと作曲理論を学んでいる。
　8月から9月まで聯華二廠の撮影した映画《大路》のために主題曲《大路歌》，序曲《開路先鋒》
を作曲した。その間この作曲のために，港湾の道路建設の工事現場で多くの労働者といっしょになっ
て働き，ロー・一・ラーを引いたりして，道路建設労働者の労働を体験した。これによって苛酷な重労働に
耐える労働者の荒い息づかいや，起ちあがる労働者のおたけびをみごとに表現した労働歌曲の名曲を
生み出した。10月初め，ロケーション隊に従って無錫に行き，《大路》のロケーション撮影にも参加
した。
　10月31日，任光とともに最初の“百代新声会”を開催し，百代公司が新しくレコーディングした
《畢業歌》，《大路歌》，《開路先鋒》などのレコードを放送した。進歩的歌曲の宣伝とその拡大につと
めたことは，当時世上に氾濫する黄色音楽に対する反撃でもあった。黄色音楽とは，エロ・グロ・ナ
ソセソス音楽の類いで，ピンク音楽のことである。《畢業歌》，《大路歌》，《開路先鋒》は広く大衆に
愛唱され，抗日救亡の気運を盛りあげた。文化大革命の中でも特別に革命歴史歌曲として歌われた。
　10月，芸華影業公司の撮影した映画《飛花村》のために作曲した映画の主題歌《飛花歌》と挿曲
《牧羊女》が，アメリカ系資本の勝利公司でレコードの吹き込みが行なわれたことから，竈耳は百代
公司のマネージャーに責任を追及され，遂に11月末，辞職届をたたきつけ，百代公司を離れた。
4
　1934年12月，映画フィルム《大路》の吹き込みをした。この映画は35年元旦に封切り上映される
と，観衆の熱烈な反響を得ることとなった。各地からしきりに主題歌《大路》の楽譜を求める声が届
いた。
　年末，王達平というペソネームで《一年来之中国音楽》という総合的な音楽評論を書いた。1934
年の映画，ラジオ，出版，演奏，論争等，中国音楽界の各方面の状況を総括したものである。r新音
楽の新しい芽はたゆみない成長をとげ，流行する俗悪歌曲はもはや避けることのできない末路にさし
かかっている。」と指摘していた。これは《申報》1935年1月6日上海版増刊に発表されている。
　1935年1月，聯華映画公司二廠音楽部主任となり，聯華製作の映画《新女性》の吹きこみと，主
題歌《新女性》組曲を作る。清新の気も高らかに《新女性》を歌いあげるため，最耳は，もっぱらこ
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の《新女性》のためのアマチュア合唱団“聯華声楽団”を組織し，2月2日の夜（この日は旧暦の除
夜だったが），映画《新女性》の封切り上映の式典で，最耳は女工の服装をした聯華声楽団を指揮し，
舞台で《新女性》組曲を演唱した。工場の女性労働者を歌う歌曲として，それは人々に深い印象を残
した。《新女性》も民衆の間で長く歌いつがれ，文化大革命の時も革命歴史歌曲として盛んに歌われ
た。
　1月，田漢の書いた3幕ものの新劇《回春之曲》のために《告別南洋》，《梅娘曲》など4首の挿曲
を作った。《梅娘曲》は伝統的な民族形式の歌曲として名曲の誉れが高い。
　1月31日から2月2日まで，左翼劇作家聯盟が「上海舞台協会」の名義で組織した盛大な演劇公
演に参加した。最耳は，《回春之曲》の中で歌う歌曲を出演する俳優たちに歌唱指導する一方，上演
時はさらに舞台の横で六弦琴を弾いたり，あるいはオーケストラを指揮して歌唱者のために伴奏をし
たりと，ひとり何役もこなす忙しさであった。
　2月，芸華影業公司の撮影した映画《逃亡》のために，主題歌《逃亡曲》（のち《自衛歌》に改名），
挿曲《塞外村女》を作った。《塞外村女》も民族形式の名曲である。民族形式の発展の上でも，最耳
の貢献はとても大きい。またほぼ同じ時期，会社が新たにクランクインした映画《凱歌》の主題歌《打
長江》，挿曲《採菱歌》を作曲した。（この2曲は後に事情があって映画には用いられなかった。）
　3月中旬，ロシア人作曲家アフシャロノブが書いた中国風音楽のパントマイムを見た後，蹟耳は
《観中国唖劇く香蒙幻境〉後》を書き「多くの京劇の中の舞い姿や立ち回りに，もし音楽的リズム化
を与えるなら，たしかに中国音楽と舞踊の新しいスタイルを見出すことができるであろう。」と指摘
している。（1935年8月16日《電通》画報第七期）
　年の初め，電通公司が撮影に入ったばかりの映画《風雲児女》に主題歌が求められているという話
を聞くと，すぐに夏衛を訪ね，自分から申し出てこの作曲の任務を引き受けた。抗日に決起する青年
を描いた《風雲児女》に強く共鳴するところがあったからである。他の仕事をこなしながら，2ヶ月
余り構想をねり，3月中旬，最耳はペンをとり，田漢作詞の主題歌《義勇軍行進曲》を作曲した。わ
ずかに二夜の時間のうちにこの曲の初稿を完成させ，ひきつづいてまたこの映画の挿曲《鉄蹄下的歌
女》を作曲した。
　1935年春，国民党当局の政治弾圧は日ましに激しくなっていた。2月19日，中共江蘇省委と中国
左翼文化総同盟はともに捜査を受け，徹底的に破壊された。田漢，陽翰笙，趙銘舞ら党組織の文芸家
が，あいついで逮捕された。最耳の身辺にも危険が迫っていた。
　4月1日，国民党政府は最耳をも逮捕しようとしているとの機密情報が飛びこんできた。党組織は
ただちに竈耳を地下に潜入させることにした。学習を強く望んでいた最耳は，自己の音楽修養を深め
音楽創作の技能を向上させるためにこの機会を利用して国外に出て音楽の道をきわめることにした。
党組織は，有能な青年音楽家を保護するため，彼が日本を経て欧州に行き，ソ連で学習し視察するこ
とを許し，しばらくの間出国して身をかくすことに同意した。最耳は周囲の友人に，日本の大阪に行
って牛皮の商売をしている三番目の兄を訪ねることになったと言ってとりつくろった。4月15日，日
本郵船の長崎丸に乗って上海を離れ，渡日した。
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　最耳の作曲した《i義勇軍行進曲》の初稿に対して，試唱後，いつものように仲間達は幾つか有益な
意見を提出した。最耳はまもなく出発という時期だったため，上海では細かく吟味する時間が無く，
ただ楽譜を携えて日本へ行き，そこで手を加えるよりほかに方法はなかった。その後最耳は，おそく
とも5月初めに，決定稿を日本の東京から中国上海に送っている。受け取り人は孫師毅，司徒慧敏
であったという。中国国歌《義勇軍行進曲》は，東京で作曲されたということになる。
5
　最耳は長崎を経由して神戸に上陸し，大阪を経て4月18日早朝，東京に到着した。ただちに同郷
の友人張鶴を訪ね，その日のうちに東亜日本語補修学校に赴き，授業を受けた。これ以後，疲れを知
らぬ旺盛なエネルギーで，終日びっしりつまったスケジュールをこなし，学習と視察活動をすすめ
た。しばしば歌劇，新劇，舞踊等を見に行った。特に主要な音楽会となれば，なおさらのことで見逃
すことなく聞きに行った。また幾つもの劇場や映画製作所を見学しに行った。中国国内の左翼映画音
楽の月刊誌《芸声》の求めに応じ《日本影壇一角》（日本映画界のこと），《フランス映画界》，《ソ連
映画界》の3篇のレポートを寄稿している。（それらは最耳の死の直後1935年8月出版の同誌第3期
に掲載された。）
　中国留学生と左翼文化人の芸術活動にも積極的に参加した。すでに東京には左翼作家聯盟東京支部
が秘密裡に結成されていた。6月2日，招かれて中国留日学生の第5回芸術の夕べに参加し，「最近
の中国音楽界の総点検」と題して2時間余に及ぶ報告をしている。その時，自作の《義勇軍行進曲》，
《礁頭工人》，《大路歌》を歌った。これら聴衆の耳目を一新させる抗日救亡歌曲の雄壮な歌声は，1
曲歌われるたびに人々の熱烈な拍手で迎えられたという。
　6月16日，招きを受けて中国留日詩人の詩歌座談会に出席した。最耳はここでは中国の民間情歌を
歌い，次回のテーマはもっぱら「詩歌と音楽の関係」の研究ということにしようと提案して，みんな
の賛同を得た。
　7月，友人の招きを受け，日本の「新協」劇団の京都，大阪公演に協力することになっていた。ま
ず途中の風光明媚な湘南の地を遊覧することにし，7月8日，朝鮮人の友人李相南と神奈川県藤沢町
に立ち寄り，李相南とも共通の友人の濱田實弘氏の家に宿泊した。
　7月14日から16日までの日記の中で最耳は，日本での3ヵ月の収穫を総括し，おおよそ次のよう
に記している。日本語の会話能力と読む力は確実に進歩したこと，たくさんの音楽公演を聴いたこ
と，バイオリン練習の時間も中国にいた時より多くなったこと，等々である。そして最初の「3ヵ月
計画」を事前に達成したことを確認し，最耳はさらに第2次「3ヵ月計画」を定めている。それは日
本語の読書能力を養うこと，同時に音楽技術の訓練を強化し，よき師についてバイオリソを学び，ピ
アノを学び，和声を学ぶことであった。第3次「3ヵ月計画」は，翻訳の試作，作曲（唱歌，楽劇）
であった。第4次「3ヵ月計画」は，ロシア語の学習，作品の整理，ヨーロッパ旅行の準備であった。
日記の中のこの「計画」が事実上，彼の絶筆となった。
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　7月17日午後，爵耳が友人李相南らと鵠沼海岸で遊泳中，激浪は無情にも年若い最耳の生命をうば
った。享年わずか24歳だった。
　7月18日，最耳と同郷の親友で左翼作家聯盟の作家でもあった張鶴（字，天虚）が，知らせを受け
て鵠沼海岸に駆けつけた。竈耳の遺体はすでに水中より引きあげられていて，医者の検視によると溺
死ということで，藤沢町の町長による死亡確認証が交付されていた。張鶴が誤りがないか棺をあけて
確認した後，簸耳の遺体は火葬に付された。その晩，張鶴は最耳の宿泊先の家主に，最耳遭難時の状
況を書いてもらっている。これが後に掲げる濱田實弘の文章である。
　同年秋，最耳の遺骨は，親友張鶴と鄭子平にいだかれて，上海に帰ってきた。1936年，三兄最叙
倫にいだかれて，故郷に帰った。1937年，昆明の西郊にある漠池湖畔の西山美人峰に葬られた。
　なお最耳の絶筆となった作品《義勇軍行進曲》は1949年9月27日，中国人民政治協商会議第1回
全体会議で，中華人民共和国代国歌として決議された。その後長く代国歌のままであったが，1980
年，田漢作詞，最耳作曲の《義勇軍行進曲》が正式の国歌となった。最耳墓も1980年，国歌作曲者
に相応しい壮厳な威容を整えた陵園として漬池を眼下に見わたす西山中復の景勝の地に移葬された。
「中国プロレタリア音楽の先駆者，天才的な人民音楽家，偉大な中華人民共和国国歌の作曲者」とし
て，竈耳は手厚く葬られている。
6
　最耳は，なかなか筆まめな人で，丹念に日記をつけていた。《最耳全集》には彼の学生時代から死
の前日までの日記がある。日記であるから，最耳自身にしかわからないメモもある。また彼は共産党
員として守らねばならぬ秘密もあったであろう。時に意味するところが判別できない点も多々あるの
だが，最耳研究には欠かせぬ第一級の貴重な資料であることは言うまでもない。
　贔耳は，1928年から級友と日本語を学び始めている。その時は途中で興味を失い，半月と続かな
かったのだが，1929年の後期から雲南省立第一師範学校で，日本語が選択科目として開設された時
には彼は喜んで日本語を受講した。だがこれも学生運動に忙殺されて結局，中途で放棄脱落してしま
うのである。
　「日記」1930年1月15日の前に，英語で綴ったメモがある。その中の「私の自修時間割り」と題す
るメモには次のように記されている。
　　　私の自修時間割り
朝；学校の授業の予習をする。
朝食後；日本語を学ぶ。
夜；社会科学および文学に関する書i籍を読む。
睡眠前；日記をつける。
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　このように竈耳は，学校の授業以外に自ら課した自習独習の時間割りを作っていて，なおも日本語
を独習し続けていたことがわかる。これ以後，B記の中にときどき日本語の片かなが登場する。
　3月9日のB記は，「日本語を学ぶ」と題する日記になっている。上述の如く，学び始めては放棄
脱落していたことがわかるのだが，この日，3月9日から日本語の学習会が発足したことを記してい
る。この学習会は，彼と親しい芸弟たちが作ったもので，最耳も再び「ラサン先生」について日本語
を学び始めるのである9）。
　だがこの年の7月には，轟耳は学生運動の主謀者の一人として彼の名が軍閥政府のブラックリス
トにあることを知り，急きょ昆明を離れて上海に出奔したので，この学習会での日本語学習もまたし
ても中断せさるを得なかった。にもかかわらず上海に出て雲豊上海店の店員となった最耳は，日本語
の独習を続けるのである。なに故にこのように日本語学習にこだわったのか，その動機や理由を最耳
は何ひとつ語っていないが，最耳と日本を結ぶ一筋の糸が，日本語学習だったことは確かである。
　1935年4月1日の日記には，「晴天羅震」の四字がある。これは，このとき竈耳が国民党政府によ
り逮捕状が出ていることを知らされたことを意味することは明らかである。急きょ地下に潜入せさる
を得なくなったのだ。「日本に行こう。そうだ，牛皮だ。三番目の兄だ。ヨーロッパだ。すぐに電通
に行き，牧之の問題を解決した。家に帰り，計画を大写し，3時に寝た。」とあるのも，最耳は「牛
皮の商売をしている三番目の兄を訪ねる」という名目を思いつき，とにもかくにも日本に亡命するこ
とにしたのである。実際に主兄最叙倫は以前，雲南遠東皮毛公司から派遣されて大阪で働いていたこ
とがあった。けれども1930年には兄は昆明に戻っていたのである。
　電通影片公司は，党の文化委電影小組の拠点であったが，衰牧之を訪ねたのは映画《風雲児女》の
主題歌《義勇軍行進曲》の作曲の件についての打ち合わせではなかろうか。
　当時の上海の党組織は，ともあれ最耳を安全な日本に亡命させ，それからモスクワへの留学を命じ
たという。時に中国共産党中央は長征の最中であり，国民党当局の追及は国内各地に及び，地下潜入
となると，中国国内では安全な所はなかった。上海からは日本が最も近く，安全地帯だったのであ
る。上海一長崎・神戸間には，日本郵船の長崎丸と上海丸が定期運航していた。日本に行こう，牛皮
だ，ヨーロッパだ，というのは，このような事情を意味するものである。
　かくて4月15日の日記には，「いわゆる牛皮という商売のために，15日間の準備をした。思ったと
おり今日一段落を告げることができた」と記している。こうして上海を離れ，日本へ向かうことにな
るのだが，「長崎丸の3等船室は，中国人でいっぱいだった。やはり見送りのいないのはよい。面倒
なことがはぶける。有難いことに彼らは私の苦しみをわかってくれて本当に一人も来なかった。」と
も記している。
　実際には，見送りがいたのである。鄭君里・衰牧之・趙丹らが最耳を見送っている。昔ならきまっ
て遠航船の出帆にはつきものの紙テープを投げて惜別の情を示す風景が展開されたものである。趙丹
らは埠頭で最耳の投げたテープを受け，船上の最耳の涙を見ているのだ。趙丹は，別れの場面を次ぎ
のように記す。
　「別れの日がやってきた。牧之と君里，それに私のほか数人が埠頭に見送りに行った。私たちは“騒
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子”が元気に乗船する姿を見た。船はゆっくり岸壁を離れ，しだいに遠くなり，船と岸壁の間に結ば
れた五色のテープも切れた。この時だった。私は望遠鏡の中に涙をぬぐう彼を見た。仲間と別れ，多
難な祖国と別れ，闘いの場を離れて，彼は涙を流したのだった。これは，私が彼の涙を見た最初で最
後であった。」10）
「最耳日記」には，党組織の人たちの名前が全くといってよいほど登場しない。党員として党の秘
密を保持する配慮があったと思われる。見送りに来た趙丹ら3人もまた党の電影小組の同志たちで
ある。敢て3人の名は挙げず，彼ら以外の友人が一人も来なかった，と言っているのだろうか。
　来日後の最耳日記は，にわかに饒舌となる。とはいえ左聯東京支部のメンバーの名前が殆ど登場し
ないのは，やはり党員としての組織への配慮が働いたものと思われる。
　日記によれば，4月16日午後1時20分，長崎に到着。上陸してワンタンを食べ，5時出航，翌17日
午後3時，神戸に到着。船中で仲よくなった蘇州の友人4人といっしょに電車に乗って大阪に行き，
夜10時，急行列車で上京，4月18日朝8時半，東京駅到着，ただちに同郷の友人張鶴を訪ね，東亜
日語補習学校で授業を受けている。「手紙を7通書く。その内容は牛皮の商売のこと。」とあるのは，
これはその間の事情を知っている上海の仲間たちへの手紙であろう。このようにして最耳日記の秘密
を読み解くのも，なかなか面白い。
　張鶴は，字は天虚，左聯に属する作家として活躍するが，この時は東京工大の留学生で，来日した
ばかりの最耳の世話を彼が見てくれたのである。竈耳は神保町の下宿に住み，近くの東亜日語補習学
校に通学し，また音楽会や演劇・映画を見て歩いた。日記には，日付のない音楽評論，演劇評論，映
画評論が続く。
　初めは張鶴らの友人の案内で，日比谷公会堂，新橋演舞場，飛行会館等に音楽会，演劇，映画を見
に行っていたが，最耳は，いつしか朝鮮人の友人李相南と親しくつき合うようになっていた。李相南
は飛行館の照明助手で，東京の劇場に知己が多く，彼の手引きで最耳はしばしば映画や観劇を楽しん
だ。時には李相南の顔ききで裏口から劇場に入り，映画を見たりしたらしい。成城の撮影所に案内し
てくれたのも李相南だった。
7
　1935年7月9日，最耳は李相南と藤沢の濱田實弘の家に寄宿する。濱田氏も，東京飛行館の照明
技師である。彼は音楽の愛好者で，最耳のバイオリン演奏を好んだ。そんなわけで最耳は李相南とと
もに，心おきなく濱田家の食客となり，江の島に遊んだり，鵠沼海岸を散策したり，みんなで海水浴
を楽しんだりした。
　最耳はこうして7月9日から17日までの9日間を藤沢で過ごす。彼にとっては，しばしの休息の
つもりであったろうに，ここが最耳の終焉の地になってしまうとは一体誰が思っただろうか。最耳の
日記は，初めての日本人家庭での生活，生まれて初めて「さしみ」を食べたこと，静かで美しい鵠沼
の散策江の島への遊覧，濱田家や近隣の人たちとの交遊，海水浴のこと等々かなり克明に記してい
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る。しかもそれは，眼前にその情景がありありと浮かび上るが如き名文である。最耳は，しばし藤沢
での平和な生活を満喫した。しかし，ふと我にかえれば，安逸をむさぼることを戒める轟耳であっ
た。
　7月15日，16日の日記は，厳しい自己点検の言葉が綴られる。特に，蹟耳の絶筆となった死の前日
の16日の日記は，全文すべて自己点検の言葉で終始する。両日の日記は以下の如くである。
7月15日
　（前半省略）やはり早めに東京にもどり，「音楽技術の修得」と「第2計画」を実現しよう。早
く先生を見つけて，ピアノの練習を続けよう。和声学も学び始めよう。こんな安い生活費と学費で
よいのだ。一生懸命がんばらなければならない。一体こんなチャンスがどこにあるというのか。
　最初の「3ヵ月計画」は，3ヵ月前に実現したといえる。現在の日本語を話す程度からみても，
すでに予想以上だ。自分のために乾杯しよう。
　第2の「3ヵ月計画」は「読書能力の養成」であり，同時に「音楽技術の修得」である。日本を
離れるまで続けよう。
　明日から第2の「3ヵ月計画」が始まる。夏休みの旅行中ではあるけれども，読書の時間は十分
にある。バイオリンの練習にも，なんらの障害も発生していない。特に房州の海に行くときは，
「できるだけ多くバイオリンの練習をし，無駄話で時間をつぶすことをしないようにしよう。」
　附：
　第3の「3ヵ月計画」は，翻訳の試作，作曲（唱歌，楽劇）。
　第4の「3ヵ月計画」は，第3計画を続けるほか，ロシア語を学ぶ。作品の整理，ヨーロッパ行
　きの準備。
　（注）一切の在日音楽，映画，演劇，活動，友人訪問，参観などは，「第2計画」の最初から開
　　　　　始する。
7月16日
　今日は第1の「3ヵ月計画」満期の日だ。これまでの3ヵ月の仕事を点検すると，大体以下のよ
うな結論をえる。
　（1）　日本語会話と読書能力は，たしかに進歩した。
　（2）音楽の方面では，聞く機会，見る機会を多くとったので，自分の技術を磨くことをいい加減
　　　にしてしまった。この3ヵ月，一度もピアノに触れていない。実に莫大な損失だ。
　（3）バイオリンの練習時間は，国を離れる前よりも多くなった。これはかえってよい現象であっ
　　　た。しかし終始不十分だった。それは先生がいなかったことが，やはり主な原因である。
　（4）作曲をしなかった原因は，「人を欺き，おのれを欺く」自覚からである。「君はなんのために
　　　日本に来たのか。」
　（5）中国語表現能力の程度をあらためて総点検したことは，相当効果があった。明日から新計画
　　　が始まる。いつも忘れてならないのは，「読書」と「バイオリン練習」。
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　日本では，またしても共産党員を検挙している。彼らはこれまで中国と連絡を保っていたが，今
はアメリカを通じ，コミンテルンと連絡をとっている。今日の朝日新聞にとても詳しい記事がのっ
ている。
　この日記の文面からわかるように，最耳は来日以来3ヵ月，つまり第1次「3ヵ月計画」を総点検
し，①日本語学習では，かなりの成果を得たと自負する。会話と読書能力の進歩を確認する一方，②
音楽の方面では，技術を磨く点で反省しきりである。ピアノの練習をしなかったことの損失甚大なる
ことを痛感し，バイオリンはよき師の指導を受けなかったことを猛省する。そして作曲をしなかった
ことでは，理由はともあれ，「君はなんのために日本に来たのか」と厳しく自らを問いつめている。
もう一つ注目すべきは，中国語表現能力の向上を点検していることだ。これは，日記を書くことでも
確かめているのだろう。相当の効果があったと認めている。第2次「3ヵ月計画」の開始を前にして
「いつも忘れてならないのは『読書』と『バイオリン練習』」と記し，最重点課題だと確認している。
そしてこの延長線上に第3次「3ヵ月計画」が設定され，翻訳の試作と作曲を課題としている。第4
次「3ヵ月計画」では，新たにロシア語学習が加わり，ヨーロッパ行きの準備を始める，ということ
になっている。日本滞在は，1年間の予定だったのか，ヨーロッパ行はフランス経由でソ連に留学す
る計画を着々と進めようとしていることが，はっきりと読みとれる。もう一つ注目すべきは，共産党
員検挙の記述である。最耳にとっては身につまされる悲痛な事件であったはずである。それをさりげ
なく簡潔に記しているが，それがかえって最耳の複雑な思いをのぞかせる。爵耳日記には唯一といっ
てよい政治の記述である。
8
　しかし痛恨にたえないのは，最耳のこの第2次「3ヵ月計画」が始まったばかりの7月17日，彼
は突如としてこの世を去ってしまったことである。享年24歳。正確には23歳5ヵ月の短い生涯だっ
た。
　突然の悲報が伝えられ，韻耳の不慮の死を知った在日の留学生も，中国の同志親友も，みな思わず
わが耳を疑い，にわかに信じられなかったに違いない。在日の中国人留学生はこの時，房総の海浜で
合宿しており，蕪耳もこれに参加を予定していた。日記にも，これと覚しきことが記されている。急
を聞いて，房総の合宿からは親友張鶴らが馳けつけ，遺体を確認している。
　最耳遭難水死の情況は，濱田實弘が次のように報告している。その全文を以下に掲げる。
　　　　　　最耳遭難時の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱田　實弘
　昭和10年7月17日午後1時半ごろ，最君，李君，うちの姉，厚（9歳の甥）は一緒に鵠沼海岸
へ海水浴に行きました。到着したのは2時頃でした。李君はひとりで先に海に入りました。最君
は姉が着替えるのを待って，3人であとから海に入りました。
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　その日は風波がかなりあったのですが，大勢の人や小学生もそこで泳いでおりましたので，誰も
特別な配慮をしていませんでした。
　海では李君はただひとりで泳いでいました。最君は胸のあたりがつかる位の深さの所で，ひとり
で波乗りジャンプをして喜んでいました。その時，姉は浅瀬に厚を呼んで一緒に泳いでいました。
　およそ1時間もたったころ，姉は厚と一緒に浜にあがりました。すぐに李君に会ったので，先
に帰るつもりだと言いました。最君にも声をかけようと思いました。ところが最君をいくら探して
も見つかりません。その時また李君と出会ったところ，彼は海に入ってから一度も彼の姿を見てい
ないと言うのです。そこで李君は海に入って探し，姉は砂浜を探しました。3時すぎから4時半ま
で探しましたが，見つかりません。急いで監視所に知らせ，手分けして海岸一帯を捜索しました。
　私が知らせを受けて海岸に駆けつけたときは，もう6時頃で潮は満ちてきており，依然として
彼の姿は影もかたちも発見できずにおりました。その後，李君が地元の人たちの話を聞いてきまし
た。つまり，辻堂，茅ヶ崎一帯を探さなければいけない。（これまで鵠沼海岸で溺死した人は，そ
こから1里ほど離れた茅ヶ崎方面で遺体があがる。）それでもなお行方がわからなければ，夜は江
の島の方を探せ，というのです。けれどもこんなおそい時間では，明朝潮が引くのを待ってからで
ないと，ほかに方法がありません。11時ごろ，やむなく家に帰りました。
　翌朝も依然として見つけることができませんでした。家に帰ると，ちょうど警察から知らせが入
りました。遺体があがったというのです。私は急いで現場に駆けつけました。
　最君の遺体は，ごく普通の溺死者のようでした。見苦しいところもなく，水も飲んでいませんで
した。ただわずかに口の中から血が流れており，頭から少し血が出ていました。検死の医師は窒息
死だと言いました。
　遺体を引き上げた場所は，泳いでいた地点から西南約30m（9丈）の海底で，えぐられて溝の
ようになっているところでした。
　遺体の処置については，外国人に関わることでもあり，私たちが主になってやるようなことを避
けました。警察の方は貴国の領事館と交渉しましたが，最君が領事館に正式に来日の手続きをふん
でいないことを理由に，遺体の引き取りを拒みました。そこでやむなく翼君がやってくるのを待っ
て善後策を協議せさるを得ませんでした。（翼君は李君と最君の共通の友人で，そのとき東京にお
りました。）一方遺体を清め，洋服を着せ，お棺におさめ警察に運んで行きました。
　このあとの事は，すべて貴下と翼君がよくご承知のことです。
　（本文は，最耳君が宿泊していた家の濱田實弘氏が書いた報告を，張鶴君が訳したものである。
－r最耳記念集』編者）
9
　上記の如く『最耳遭難時の状況』は，最耳が亡くなった翌7月18日，最耳の宿泊先の家主濱田實
弘氏が書いた報告である。7月18日，最耳遭難の悲報に接した中国人留学生張鶴は，いち早く藤沢に
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かけつけた。彼は韻耳の遺体を確認すると，諸手続きをすませ，茶毘に付した。このとき張鶴は，濱
田氏にこの『最耳遭難時の状況』を書かせたのである。
　この一文は日本語で書かれていたものを，張鶴が中国語に翻訳し，《韻耳遭難時之情形》として，
のちに中国人留学生の手によって出版された韻耳哀悼文集に載せられた。1935年12月31日，東京で
出版された《最耳記念集》がそれである。私の知る限りでは今日，この《話耳記念集》は，日本では
見ることができない，きわめて貴重なものとなっているが，この《最耳記念集》の中にまた貴重な証
言『最耳遭難時の状況』があったのである。これは今では日本側の関係者の初めて知る事実である。
　最耳が鵠沼の海で遭難した時のことは，すでに50年余前のことでもあり，当時を知る関係者の証
言も，かなりまちまちになっていた。これまで藤沢では，最耳の遺体は辻堂の浜にあがったように伝
えられていた。当時，地元の青年団員として，しばしば水難事故の捜索活動に参加協力してきた鵠沼
の古老たちが，昔を想い起こしての証言だったが，記憶がうすれ，別の水難事故と混同したりして，
記憶ちがいがあったにしても，それを責めることはできない。
　しかし『最耳遭難時の状況』という一文によって，最耳遭難当日の状況，遺体の収容地点とその状
態などが確認されるに至った。今日から見れば，この点だけでも，張鶴が濱田實弘にこのような報告
を書かせたことは，きわめて適切な措置だったと言うことができる。この張鶴が訳した《話耳遭難時
之情形》は，実は《話耳全集》に正式に収録されたものではないのである。《最耳全集》下巻の524
頁の右下部分に参考資料として縦9センチ，横8センチの小さな写真となって，これが掲載されて
いるのである。
　写真説明によれば，「1935年7月18日，話耳の宿泊先の家主が書いた状況紹介は，中国留学生が
1935年12月31日，東京で出版した《最耳記念集》に収録されたもの」とある。この写真は縮少され
た写真であるから，文字はきわめて小さく鮮明を欠いていたが，さいわい拡大鏡を用いれば，なんと
か全文判読可能であった。そこで特別にこの参考写真中の一文をも訳出することにした。
　なお《最耳記念集》は，編集人は張鶴と蒲風の二人である。表紙の右下部分に木刻版画でギターを
弾く酷耳の上半身像があり，左半分の部分に大きく「最耳記念集」と2行に分けて書名を掲げてあ
る。これは，《最耳全集》の上下巻の各扉頁にある木刻版画の「ギターを弾く最耳像」とまったく同
一のものである。この木刻の作者は，黄新波である。
　1985年10月，《話耳全集》が刊行された。最耳没後50周年を記念しての事業であった。主編は周魏
峙，副主編は孫慎，壁維，吉聯抗，郭乃安ら救亡歌曲運動の中で育った革命音楽家である。編集委員
には最耳の兄，竈子明，最叙倫も参加している。孟波，程雲，在統和らも救亡歌曲運動の中で育ち，
延安の魯迅芸術学院で洗星海や呂騨に学んだ革命音楽家である。顧問には夏衛，呂騨，張庚，干伶，
司徒慧敏，鄭易里らの最耳生前の同志の名が並んでいる。執行編集は向延生で，最耳・洗星海の研究
で知られる人である。
　《話耳全集》は，彼が作曲した全作品の楽譜や文稿のほか最耳の書簡や日記を収録している。これ
によって最耳の全貌が明らかになったといってよい。それにつけても思うのは関係者の資料保存のな
みなみならぬ努力である。小学生，中学生時期の作文や日記を大事に保存した騒家の人びと，竈耳の
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手紙を保存した友人たちがあったればこそ，今日の《轟耳全集》がある。
　《贔耳全集》の上巻は音楽編で竈耳作曲の全曲の楽譜である。付録として最耳の作曲した歌曲，楽
曲をカセットテープ2巻に収める。特に貴重なものとしては，当時レコードに収められたr開砿
歌』，r打確歌』『打粧歌』，『砺頭工人』などを再現した歴史資料の部分で，当時のままの音を聞くこ
とができることだ。これらr開砿歌』などでは，なんと最耳本人の歌う声を聞くことができるのであ
る。映画《母性之光》で鉱夫を演じた最耳が歌唱した『開砿歌』，新歌劇《揚子江暴風雨》で主人公
“老王”を演じた話耳が歌う『打碑歌』『打粧歌』とr礁頭工人』が，それである。当時の百代唱片を
再現した貴重な歴史音響資料である。
　下巻は「文字編」となっている。文稿42篇，書信51通。日記は1926年6月1日より1935年7月16
日までを収める。ほかに多くの図片がある。付録として文稿年譜，最耳年譜等がある。A4判で600
頁に近い大冊である。
　現在，中国には昆明市西山の最耳墓園の傍に最耳陳列館がある。また祖籍の地である玉漢市には広
大な韻耳公園があり，園内の一角に最耳記念館がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）　1925年，最耳13歳の時，雲南聯合中学2年の作文に『近日国内罷工風潮述評』（最近の国内におけるストラ
　イキの風潮について）と題し，「五・三〇事件」発生後の中国の労働者のストライキを論じたものがある。ス
　トライキの憂いを取り除きたいなら，ブルジョア階級を打ち砕かねばならないと主張するなど社会主義の観点
　を濃厚に示しているものである。『最耳全集』所収。
2）耳朶は耳の意。耳朶先生は，耳のよい人，音感のすぐれた人の意。
3）　花灯は広く中国の農村各地で行われている伝統的な歌と踊りで，雲南省玉漢の花灯は独特の節まわしと踊り
　で評判が高く，玉漢花灯として天下に聞こえていた。演劇は雲南省一帯の古典劇である。せりふ，歌，しぐさ
　に特徴がある。
4）　『最耳全集』下巻には図版が多く，小学生時期の民族器楽合奏など演奏写真も少くない。
5）　明月歌舞団の第1バイオリソを担当した王人芸。最耳と同年ではあったが，彼は人芸を師と仰ぎバイオリン
　の指導を受けた。王人美は彼の妹である。
6）　倶楽部は，職員労働者の文化娯楽の場であると同時に生活互助組織として機能した。実質的には労働組合の
　役割を果たしていた。最耳は執行委員を担当することが多かった。
7）　黒炭は，明月歌舞団の楽師江濤のことである。彼はこのとき失業状態にあった。江濤は南洋華僑で色が黒か
　ったので「黒炭」と言われた。
8）　景光は黎景光か。明月歌劇社を主宰した黎錦暉の七弟で，音楽家の黎錦光である。景と錦は近音。
9）「ラサン先生」は，たとえば羅三という姓名を日本語音で読んだのではなかろうか。
10）趙丹『最耳形象的創造及其他』
（いわさき・ふくお　商学部教授）
